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筋K および Ca 量の相互関係が 2 ， 3 の身体的条件下において，どのように推移するかを追究したロ即ち，
これによって，いわば内因的ショック死ともいうべき原因不明急性心臓死が，外部環境並に内部環債の」
過性変化によってどの程度に素因づけられるかを， Kおよび Ca の面から観察しようとするものであるつ
〔研究万法〉
1. 外部からの環境変化として「強制運動 j を，また，内部環境変化として i 酸塩基平衡障碍 J を負荷し
7こモルモットを実験に供したのさらに実験的に心筋変性を起させた動物を作成，これに対する強制運動
負荷をも試みたウ
2. K および Ca 定量は島津光電分光光度計用焔光分析装置によったったにし Ca 定量に関しては燐酸に
よって補正する著者の考案を加えたハ
〔成 績コ
1. 急性死人屍心臓の K および Ca 呈について
男 61 例，女 26 例計 87 例において測定の結果 K 量は左室>I[rr崩>右主の関係あり， Ca 量は反対に/正
室<中隔く右室の関係を示すの急性心臓死では他の原因例に比して， Ca lP;は大差はないが K 量は少い
場合が多く，従って Ca/K は他の死因例に比し大である。
2. モルモット心筋 K および Ca におよぼす|旦l転運動の影響
成熟モルモットを竹カゴの中にいれ， 5 "--'30 分にわたり一定距離を反覆往復問転させることにより，強
制運動を加えた。 K および Ca ともに推計学的に有意の変動を示さないの
3. 実験的心筋障碍モのモットの心筋K および Ca におよぼす強制運動の影響
rーチステインで活性化した 1%パパイン溶液 2 cc/kg 静注により， p-注射 4 日群のモルモットでは著明
の心筋変性，間質細胞浸潤を認め，同 1 ヶ月群ではほとんど回復しているが，なお軽度の細胞浸潤を残
すのこのような動物に強制同転運動を負荷すると， K 量は運動後 1 時聞において著明に減少し， 3 時間
以後日に復する内 P 注射 1 ヶ月群では前者ほどではないが， 1 時間後なお減少の傾向があるの Ca は P一
心にすることによって可なり減少するが，強制運動後は P一心 4 日群では K とは反対に増加するの
同 1 ヶ月群では余り変動せず，去rJて 5 時間ではやや増加するゥ
4. 心筋 K および Ca におよほす急性アルカロージスおよびアチドージスの影響
モルモットに重曹注射による急性アルカロージスおよび濃厚県糖液または乳酸注射による急性アチドー
ジスを起させるに，いづれの場合にも K は噌加し， Ca は減少するのただしアルカロージスの場合は K
の増加， Ca の減少は i百なり徐々に起り，乳酸アチドージスの場合もKの増加は徐々であるが，薦糖ア
チドージスの場合は K の増加， Ca の減少ともに急激であるの
5. 心筋 K および Ca 量の変化と肝臓および脳における K， Ca 量の変化
1[11転運動負荷のみの時は，肝臓および脳においても，心筋と刷様，有志の変動を示さないが，その他の







健康動物に一過性に急激な運動を負荷しでも，心筋の K および Ca は特別著しい変動を示さないが，心
筋障碍のある動物ではKは著明に減少するの心筋l埠碍が僅微の時期においても同様の影響が見られるの Ca
は反対に増加の傾向を示す。また実験的に酸塩基平衡障碍をこさせることにより，心筋 K および Ca に可
なりの動揺を起させるの特に房長糖アチドージスの時に著明で，この場合には K はむしろ増加し， Ca は減






各種死因の人急性死屍 87 例につき心臓 K および Ca を定量比較するに，心臓死例では他の死因群に比





により明かに K の減少が認められる口同様の心筋 K 減少は，乳酸注射による急性アチドージス下におい
ても起る D その他薦糖アチドージス下または重曹ア jレカロージス下においても K および Ca の一過性動揺
が見られる。かっその推移は肝臓および脳における推移とほぼ平行し，全身的変化の現われとみなされる D
以上の事実は，予め存在する心筋 K の減少が心臓死の素地をなす潜在的機能障碍のー要因としての意
義があることを思はしめるとともに数種の身体的条件負荷カらその素因を形成するのに関与し得ることを
示唆するものであって，不明原因による心臓死の本能を機能の面から解明する上に重要な資料となるもの
と考えられる口
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